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岡山県における肝吸虫症の疫学的研究

(5)保虫宿主の調査成績
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著者らは，ここ十数年に亘って岡山県下の肝吸虫症に

関する疫学調査を行っており，これまでの調査によっ

て，１）本虫の第１中間宿主マメタニシは現在でも県南

部の海岸線に近い平野部処々の灌概用水路や水田に多数

分布していること（長花ら，1978)，２）マメタニシが生

息している上記の用水路には肝吸虫被嚢幼虫保有のモツ

ゴやタモロコ等が豊富にみられること（長花ら，1980）

等を確認し，殊に児島湖周辺の諸地が今なお肝吸虫のか

なり濃厚な浸淫地として存続していることを明らかにし

た．

県下における肝吸虫の保虫宿主については，過去に宮

脇（1894)，武藤（1920)，高橋（1929)，栗栖（1931)，

宮川（1935）および稲臣・木村（1955）らによって調査

が行われており，イヌ・ネコ・ネズミ・ウサギ・ブタ等

に本虫の寄生が証明されているが，最近の調査報告は見

当らない．

著者らは，最近における県下の肝吸虫の保虫宿主の種

類や，それらの感染状況等の調査を行ったので，ここに

報告する．

入手した各動物は，生獣はネンブタールを筋注して屠

殺したのち，肝臓部を摘出し総胆管，胆嚢，肝管，胆管

の11頂に切り開き，細胆管は肝実質を手指で軽く圧して肝

吸虫の検出に努めた．このほか，膵管についても検査し

た．

成績

９種類の野生動物についての検査成績は，表１に示す

通りである．図１は，これらの動物が捕獲された位置を

示したものである．

表示のように，肝吸虫は20カ所のうち８カ所で捕獲さ

れたイヌ・ネコ・ドブネズミ・ホンドイタチ・チョウセ

ンイタチの５種動物から検出された．

イヌは，県南の中部から西部地方にかけての1oヵ所で

捕獲された117頭について検査し，このうち５カ所の１５

頭に肝吸虫の寄生が認められた．ネコは，同じく中部地

方の６カ所で捕獲された16頭について検査し，このうち

３カ所の３頭に肝吸虫の寄生が認められた．ネズミは，

同様に中部地方の４カ所で捕獲されたドブネズミ38頭，

クマネズミ20頭の計58頭について検査し，このうち２カ

所のドブネズミ４頭に肝吸虫の寄生が認められ，クマネ

ズミはすべて陰性の成績であった．イタチは，県南の東

部から西部地方にかけての13カ所で捕獲されたホンドイ

タチ61頭，チヨウセンイタチ44頭の計105頭について検

査し，このうち１カ所のホンドイタチ14頭と３カ所のチ

ョウセンイタチ13頭の計27頭にそれぞれ肝吸虫の寄生が

認められた．

これらの動物における肝吸虫陽性率の平均値は，イタ

チが25.7％（ホンドイタチ２３．０％，チョウセンイタチ

30.0％）で最も高く，ついでネコが18.8％，イヌが12.8

％，ネズミが6.9％（ドブネズミ10.5％，クマネズミ０％）

調査方法

この調査は，1971年から1983年までの問に，岡山県南

部地域の肝吸虫症流行地20カ所で捕獲された野生動物に

ついて行われた．調査した動物は，イヌ・ネコ・ドブネ

ズミ・クマネズミ・ホンドイタチ・チョウセンイタチ・

テン・キツネ・タヌキの９種類である．これらの動物の

うち，イヌ・ネコは倉敷市東保健所より管内で生け捕ら

れたものを譲り受けたもので，イタチ・テン・キツネ・

タヌキは猟師によって捕獲されたものである．また，ネ

ズミは民家の屋内外で捕鼠器で捕獲した．
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表１岡山県南部地域の野生動物における肝吸虫の検査成績

動物の種類（陽性頭数／検査頭数（陽性率)，〔虫体寄生数〕）動物捕獲地

ドブクマホンド

手ﾖ:ｾ学テンネキツタヌキ番号地名ネズミネズミイタチイヌ ネ．
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１
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小田郡矢掛町

笠岡市
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合

の順である．また，各動物における虫体寄生数について

は，表示のように，イヌが１～143個体，ネコが２～21個

体，ドブネズミが６～30個体，ホンドイタチが１～９個

体およびチョウセンイタチが１～158個体であった．

そのほかのテン１頭，キツネ21頭およびタヌキ22頭に

ついては，いずれも肝吸虫の寄生は認められなかった．

今回の調査で，肝吸虫陽`性動物が認められた地は，図

１に示すように，チョウセンイタチの13頭中１頭が捕獲

された和気郡和気町（①）およびイヌの15頭中１頭が捕

獲された総社市（⑮）の２カ所を除くと，いずれも県南

のほぼ中央部で，山陽本線の南側，児島湖の西岸から高

梁川の河口までの間の平野部に集中している．この地域

Iま，県下における本虫の第１中間宿主や，本種被襄幼虫

保有の第２中間宿主などの濃厚な分布地とよく一致して

いる．

考察

岡山県の南部地域，殊に児島湖沿岸の諸地は，古くか

ら肝吸虫症の流行地として知られているが，最近の調査

報告は少なく，一般にはこの地方の肝吸虫も漸減の傾向

にあると推測されていた．ところが，著者らの最近にお

ける本虫の第１中間宿主および第２中間宿主の分布調査

によって，この地方は現在でも本虫のかなり濃厚な浸淫

地として存続していることが明らかになった（長花ら，

（２）
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図１岡山県南部地域の野生動物における肝吸虫感染調査地図

注：図中の数字は表１中の動物捕獲地番号を示す

数字を○で囲んだのは動物に肝吸虫の感染を認めたことを示す

●，■，▲および▽の各印はそれぞれイヌ，ネコ，ネズミおよびイタチを示す

1978,1980)．そこで著者らは，この地方の野生動物にお

ける肝吸虫感染状況を明らかにする目的で，この調査を

実施した．

本邦における肝吸虫の保虫宿主としては，イヌ・ネ

コ・ネズミ類・イタチ・ウサギ・ブタ等の記録がある．

岡山県では，イヌ・ネコ（宮脇，１８９４；武藤，１９２０；高

橋，１９２９；稲臣・木村，1955）・ネズミ（武藤，1920）・

ウサギ（栗栖，1931）およびブタ（宮川，1935）の５種

動物が肝吸虫の保虫宿主として知られている．

今回の調査で，岡山県では現在イヌ・ネコ・ドブネズ

ミ・ホンドイタチ・チョウセンイタチの５種動物が本虫

の保虫宿主になっていることが判明した．以下に，これ

らの保虫宿主における感染状況を，従来からの報告と比

較しながら若干の考察を加えたい．

イヌについては，栗本（1894）が佐賀県で本虫の寄生

を証明して以来，東京・関東地区，京阪地区，茨城，石

川，長野，岐阜，滋賀，福岡，佐賀の各県で本虫の自然

感染が認められ，1970年以降においては京都市（長花

ら，1972)，北海道（神谷ら，1973）および広島県（斉藤

ら，1976）で本虫の自然感染例が報告されている．

県下のイヌについての調査成績をみると，宮脇(1894）

が４頭（捕獲地不明)，武藤（1920）が都窪郡と児島郡

産の４頭中４頭，高橋（1929）が岡山市とその付近産の

140頭中28頭，稲臣・木村（1955）が政光（現岡山市）産

の120頭中26頭にそれぞれ本虫の寄生を認めている．著

者らの成績では，陽性率平均は12.8％で従来の報告（高

橋,１９２９；稲臣・木村，1955）よりもやや低率であった．

ネコについては，飯島が東京のネコに本虫を検出〔栗

本（1894）による〕して以来，京阪神地区，宮城，石

川，愛知，岐阜，滋賀，山口，徳島，福岡，佐賀の各県

で本虫の自然感染が認められ，1970年以降においては東

京都（田中ら，1971)，広島県（斉藤ら，1976）および埼

玉県（斉藤ら，1983）などで本虫の自然感染例が報告さ

れている．

県下のネコについての調査成績をみると，宮脇(1894）

が捕獲地不明の３頭中２頭，武藤（1920）が都窪郡と児

島郡産の20頭中15頭，高橋（1929）が岡山市とその付近

産の28頭中22頭，および稲臣・木村（1955）が津田（現

岡山市）産の213頭中97頭にそれぞれ本虫の寄生を認め

ている．著者らの成績では，陽性率平均は18.8％でこれ

（３）
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このほか，前述したように，県下ではウサギとブタか

ら本虫が検出されたという記録がある．ウサギについて

は，栗栖（1931）が埼玉県と岡山県産のものについて報

告している．それによると，カイウサギの120羽中22羽，

ノウサギの64羽中２羽にそれぞれ本虫の寄生を認め，こ

れらの肝吸虫陽性ウサギのうち，ノウサギ１羽とカイウ

サギ４羽が岡山県産のものであったという．虫体の寄生

数については，前者に関しては記載がないが，後者では

17～57個体と記載されている．これら草食性のウサギと

肝吸虫寄生との関連↓性について栗栖（1931）は，ノウサ

ギに本虫の寄生が認められたことはどのような感染機転

によるものか不明であるが，カイウサギでは人工飼料の

中に本種被嚢幼虫保有の魚肉が混入したものと推測して

いる．また，ブタについては宮川（1935）が東京近郊と

岡山市の各屠殺場において，2179頭中30頭に本虫の寄生

を証明したという記録があるが，その詳細は不明であ

る．

今回の調査では，テン・キツネ・タヌキには肝吸虫の

寄生が認められなかった．この理由としては，テンは１

頭しか検査していないこと，また，キツネやタヌキはい

ずれもその生活圏が主として山間部に限られており，県

南の平野部に生息している肝吸虫被嚢幼虫保有の魚類と

接触する機会が少ないこと等が考えられる．

までの報告よりも低かった．

ネズミについては，武藤（1920）が滋賀県のドブネズ

ミに本虫の寄生を証明して以来，長花ら（1972）は京都

市のドブネズミ10頭中１頭およびクマネズミ20頭中３頭

にそれぞれ本虫の自然感染を認めている．

県下のネズミについての調査成績は，武藤（1920）の

報告しか見当らない．それによると，都窪郡妹尾・福田

産の主としてドブネズミ30頭中10頭に本虫の寄生が認め

られており，虫体寄生数は１頭に30個体認めたほかはす

べて５～６個体であったと記載されている．著者らの成

績では，岡山市藤田および倉敷市産ドブネズミのそれぞ

れ２頭中１頭および29頭中３頭に本虫の寄生が認めら

れ，虫体寄生数は６～30個体であった（表１）．ドブネズ

ミにおける肝吸虫の陽性率は，武藤（1920）の成績に較

べるとやや低いようであるが，虫体寄生数はほぼ同じで

あった．前述のように，イヌ・ネコ・ネズミにおける肝

吸虫の感染率は最近やや低くなっているようである．こ

のことは，これらの動物が第２中間宿主を食べる機会が

少なくなったことを意味し注目すべきことである．しか

し，感染率が以前よりも低くなったとはいえ，まだ高い

ので現在でもこれらの動物は依然大切な保虫宿主であ

る．

イタチについては，古田ら（1932）が愛知県で本虫の

寄生を認めており，イタチの種類や陽性率など詳しい記

載はないが，これが本邦における最初の記録である．そ

の後，山口（1953）は徳島県で20頭中２頭（種類不詳）

に本虫の自然感染を認めている．また，赤松（1932）は

本虫の感染実験を試みて，本虫によく感染すると述べて

いる．

岡山県下のイタチに肝吸虫の自然感染を認めたのは，

この報告が初めてである．著者らの成績では，肝吸虫は

ホンドイタチ61頭中14頭（23.0％）およびチョウセンイ

タチ44頭中13頭（30.0％）の計105頭中27頭（25.7％）に

認められた．このように，イタチにおける肝吸虫の陽'性

率は前述したイヌ・ネコ・ドブネズミ等のそれよりも高

く，また虫体の最多寄生数も158個体と最も多かった(表

１）．松本（1975）によると，県下のイタチは市街地も

含めて全県下に分布しており，その生息数は現在でもか

なり多いという．

イタチは，イヌ・ネコ・ネズミとは異なり，水中に潜

り自力で魚を捕食すること，肝吸虫によく感染するこ

と，生息数が多いこと，および実際にも肝吸虫に感染し

たものが多いこと等から考えると，この地方ではイタチ

は今後長く残る重要な保虫宿主と思われる．

まとめ

1971年から1983年までの問に，岡山県南部地域の肝吸

虫症流行地２０カ所で捕獲された９種類の野生動物（イ

ヌ・ネコ・ドブネズミ・クマネズミ・ホンドイタチ・チ

ョウセンイタチ・テン・キツネ・タヌキ）について，肝

吸虫の寄生状況を調査し，下記の成績を得た．

１）肝吸虫は，イヌ117頭中15頭，ネコ16頭中３頭，ネ

ズミ58頭中４頭〔ドブズネミ38頭中４頭，クマネズミ２０

頭（－)〕およびイタチ105頭中27頭〔ホンドイタチ61頭

中14頭，チヨウセンイタチ44頭中13頭〕に認められ，こ

れらの５種動物は現在でもこの地方における本虫の保虫

宿主であることが確認された．そのほかのテン・キツネ

およびタヌキは，いずれも陰性の成績であった．

２）肝吸虫の寄生を認めたイヌ・ネコ・ドブネズミ・

ホンドイタチおよびチョウセンイタチにおける虫体の最

多寄生数は，それぞれ１４３，２１，３０，９および158個体で

あった．

３）県下のイタチ（ホンドイタチおよびチョウセンイ

タチ）に肝吸虫の寄生を認めたのは，これが初めてであ

り，ここにイタチを県下における新しい保虫宿主として

（４）
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追加する．

４）肝吸虫の寄生を認めた５種動物の分布地は，主と

して児島湖の西岸から高梁川の河口までの問で，山陽本

線の南側の平野部に集中しており，これらの地域はこの

地方における肝吸虫の第１中間宿主や本種被嚢幼虫保有

の第２中間宿主などの濃厚な分布地と一致している．

との関係に就て．東京医事新誌，2188.1443-
1452.
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EPIDEMIOLOGICAL STUDIES ON CLONORCHIASIS IN

OKAYAMA PREFECTURE

(V) SURVEY ON THE DISTRIBUTION OF THE

RESERVOIR HOSTS

Misao NAGAHANA, Ryo HATSUSHIKA, Motota SHIMIZU,

FUMIO OHYAMA AND Shoji NARAMOTO

{Department of Parasitology, Kawasaki Medical School,

Kurashiki City 701-01, Japan)

A survey on the prevarence of Clonorchis sinensis infection in 9 species of wild mammals,

dog, cat, rat (Rattus norvegicus and R. rattus), weasel {Mustela sibirica and M. coreana), marten

(Martes melampus), fox {Vulpes vulpes) and raccoon dog {Nyctereutus procyonoides) captured

at 20 locations of the southern Okayama well known as an endemic area of C. sinensis was carried

out during the period from 1971 to 1983.

The results obtained were summarized as follows :

1) The prevarence of C. sinensis infection in mammals was 12.8 % (15 out of 117) in dog,

18.8 % (3 out of 16) in cat, 10.5 % (4 out of 38) in R. norvegicus, 23.0 % (14 out of 61) in M.

sibirica and 30.0 % (13 out of 44) in M. coreana. However, 1 marten, 21 foxes and 22 raccoon

dogs checked were all negative.

2) The highest number of adult worms of C. sinensis from the infected dog, cat, R. nor

vegicus, M. sibirica and M. coreana was 143, 21, 30, 9 and 158 respectively.

3) In this area it is first time to find the weasel infected with C. sinensis, therefore the

weasel must be added to the list of reservoir host for C. sinensis in Okayama Prefecture.

4) The distribution areas of the infected mammals are mainly within the limits of open

fields situated in the south side of the Sanyo Main Line between the southern coast of the Lake

Kojima and the mouth of the River Takahashi. It is found that the distribution area of these

mammals is coincidentally identical to that of snail and fish hosts of C. sinensis.




